
第５章 地域別の人口・経済データ

●人口指標の作成方法

人口指標は、人口 人当たり出生数である普通出生率とした。普通出

生率とは、市区町村毎の年間出生数を、人口総数で除して算出した、人口

人当たり出生数のことを指す。なお、出生数は、人口規模の小さい自

治体の出生数の短期的な影響をならすため、 年、 年、 年、

年の前後５年間の平均出生数を使用した。（（備考）出生数：厚生労働省人口動態統

計、人口総数：総務省国勢調査（ 、 、 、 年））

●過去から現在の人口指標の推移

年 年

年 年
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年から 年までの 年ごとの人口指標をみると、 年は全国

的に人口指標 以上と普通出生率が高い地域が大半であったが、 年ま

での 年間で全体的に出生数は急激に低下し、多くの地域の人口指標が

未満となり、 年になると更に出生数は低下していった。

また、 年時点の人口指標（普通出生率）が 以上の市区町村は全国

で 自治体あり、そのうち、九州・沖縄ブロックは 自治体、東海・北陸

ブロックは 自治体とその割合は高い。自治体における子育て支援の具体

的な取組として、児童医療費無料化や子育て支援センター設置等を行い、第

３子以降の幼稚園保育園無償化や補助を行っている静岡県長泉町、生後６か

月から預かる保育所を開設し、土曜日も含む週六日、朝７時から夜７時まで

預かるなど子育て支援に力を入れている富山県舟橋村、交通アクセスの良さ

により最先端企業等の立地が進み、住宅地や商業地等の形成に伴い人口が増

加している熊本県菊陽町、企業誘致により小さくとも活力ある比較的財政の

豊かな村として発展している鳥取県日吉津村、塩田跡地の整備により商業、

観光施設が立地し、県下随一の経済発展、人口が増加している香川県宇多津

町などがあげられる。

●経済指標の作成方法

経済指標は、年間生産数量に品目ごとの農家庭先販売価格を乗じた「農業

産出額」と製造業の事業所における年間の製造品出荷額、加工賃収入額、そ

の他収入額等を計上した「製造品出荷額等」、卸売業の事業所における年間

の有体商品の販売額の合計を表す「卸売業年間商品販売額」、小売業の事業

所における年間の有体商品の販売額の合計を表す「小売業年間商品販売額」、

株式会社（有限会社を含む。）、合名会社、合資会社、合同会社及び相互会

社並びに会社以外の法人の事業所数を集計した「事業所数」、株式会社（有

限会社を含む。）、合名会社、合資会社、合同会社及び相互会社並びに会社

以外の法人の従業者数を集計した「従業者数」、個人の市町村民税の所得割

の課税対象となった前年の所得金額（分離課税の対象となる退職所得を除く）

を納税義務者数で除した「課税対象所得（納税義務者数一人当たり）」、基

準財政収入額を基準財政需要額で除した「財政力指数」の８つの統計データ

第5章　地域別の人口・経済データ

198



を構成要素として合成し算出した。

なお、構築した経済指標には、漁業や建設業、観光業等に関する要素は反

映されていないため、地域経済を表す試行的な指標である。

※合成方法・・・８つの構成要素について、市区町村別に、 年データを基準（ ）として、

・ ・ ・ 年の４時点を指数化した上で、各指数の偏差値を算出しており、時点ご

とに市区町村別に８つの偏差値の算術平均を算出し、各時点の「経済指標」とした。

●過去から現在の推移

要素 統計データ 備考

活動主体 事業所数 全産業

活動主体 従業者数 全産業

所得 財政力指数 行政

所得 課税対象所得 納税義務者数一人当たり 全産業

生産・支出 農業産出額 第 次産業

生産・支出 卸売業年間商品販売額 第 、 次産業

生産・支出 製造品出荷額等 第 次産業

生産・支出 小売業年間商品販売額 第 次産業

年 年

＜図表 「経済指標」を構成する要素＞
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年から 年までの 年ごとの経済指標をみると、 年は

年と比較して経済指標 以上の市区町村の割合が増えており、全国的に経

済状況が上向いている傾向がみてとれる。 年は 年と比較して経済

指標 未満の割合が増加し、同 以上の割合も増加しており、全国各地域

間で経済格差が広まったものと推測される。 年は 年と比較して経

済指標 未満の割合が更に増加しており全国的に経済が冷え込んだことを

示しているものと思われる。

年に経済指標が 以上の市区町村は全国で 自治体あり、そのう

ち関東ブロックが 自治体、九州ブロックが 自治体を占めている。特

徴的な市区町村としては、人口増加に伴い小売業販売額が 年から約

倍となっている宮城県富谷町、人口増加に伴い小売業販売額が 年から

約 倍となっている茨城県守谷市、金属加工をベースに各種機械装置の組

立てを行う新事業分野を積極的に開拓した企業を有する福岡県筑紫野市、シ

ョットピーニング加工用コンディションドカットワイヤーで世界シェア３割

を獲得する企業を有する愛知県弥富市、酪農が盛んで 年度の生乳生産

額 位の北海道別海町、果実類の農作物の栽培が盛んで 年度のサトウ

キビの生産量が全国 位の沖縄県宮古島市、江戸時代から伝わる筆（熊野筆）

の製造を産業の中心として「筆の都」として栄えてきた広島県熊野町、「希

少糖の里」として知られる香川県三木町などがあげられる。

年 年
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